
 

季刊 国際貿易と投資 Spring 2015/No.99●119 

日本の輸出構造分析（2） 

日本の停滞、ドイツの興隆 

大木 博巳 Hiromi Oki 
(一財) 国際貿易投資研究所 研究主幹 

研  究  ノ  ー  ト

 

要約 

日本の輸出は、1980 年代から 90 年代前半までは世界輸出のトップをド

イツと争う勢いにあったが、2000 年代に入り、ドイツの輸出が拡大した

一方で日本は停滞し、輸出規模の格差が拡大した。 

ドイツの輸出が日本とくらべて好調であった理由として、①ボリューム

ゾーンにおける資本集約財の輸出数量の拡大、②機械産業における中小中

堅企業の分厚い基盤、③高付加価値品の競争力が指摘できる。 

ドイツの産業競争力復活の背景には、①経済的自由主義の堅持、②90

年代後半からの構造改革の推進、③EU 市場統合の恩恵などがある。 
 

日本とドイツの輸出構造の相似性 

 

日本は製造業輸出国としてドイツ

と伴に世界貿易をリードしてきた。

1960 年における日本の輸出は 40 億

ドル、ドイツは 114 億ドルとドイツ

の輸出額は日本の2.8倍であったが、

日本はドイツの背中を追うように工

業製品の輸出を伸ばし、1984 年には、

日本の輸出規模はドイツとほぼ並ん

だ。それから 90 年代半ばまでは、日

本とドイツは世界輸出のトップを争

っていた。しかし、90 年代後半から

日本の輸出が停滞し始めて、IT バブ

ル崩壊後の 2001 年以降、ドイツの輸

出が勢い良く伸び、日本とドイツの

乖離が広がった（図-1）。2013 年に

はドイツの輸出額は日本の 2 倍とな
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り、1960 年の状態に戻ってしまった。 

2013 年の日本の輸出は、品目数

（HS6 桁ベース）で 4671 品目、金額

で 7148 億 8600 万ドル、一方、ドイ

ツの輸出は 5242 品目、金額で 1 兆

4520 億ドルである。かつては、ドイ

ツと世界輸出の首位を争っていた日

本の輸出がなぜ、凋落してしまった

のか、日本と違ってドイツはなぜ輸

出を拡大させて世界のトップを争う

ポジションを維持できたのか。両国

の輸出構造を比較してドイツが輸出

を拡大させた背景には何があるのか、

特にドイツの視点から論じる。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ ドイツと日本の輸出額（ドル建て 10 億ドル） 

 

資料：IFS 統計より作成 
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日本とドイツの輸出構造を、輸出

単価帯別 i の視点で分析すると次の

ような特徴が指摘できる。まず、日

本とドイツの輸出を輸出単価帯別に

1997 年、2001 年、2013 年の各年次

で比較（図 2）してみると、日本、

ドイツとも輸出単価が 5 ドル未満、

10 ドル以上～50 ドル未満そして 1

万ドル以上の価格帯の輸出が大きな

山を形成している。3 の山の高さ（輸

出額）でドイツが日本を大きく上回

る。日本とドイツの違いは、第 1 に、

5 ドル未満の輸出では各年次ともド

イツが日本を大きく上回っている。

第 2 に 10 ドル以上～50 ドル未満の

輸出では、2001 年に日本がドイツ追

い上げたが 2013 年では差が開いて

いる。第 3 に 1 万ドル以上の輸出で

は、1997 年には日本とドイツの輸出

金額は同等であったが 2001 年、2013

年とドイツとの差が広がっている。

以下では、この 3 の価格帯の輸出を

比較することで日本とドイツの違い

を見てみる。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 日本とドイツの輸出単価別輸出額（1997 年・ドル建て） 

資料：GTA より作成（以下表 1～表 11、図 2～図 12 まで同じ） 
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図３ 日本とドイツの輸出単価別輸出額（2001 年・ドル建て） 

図４ 日本とドイツの輸出単価別輸出額（2013 年・ドル建て） 

資料：GTA より作成（以下同じ） 
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日本を圧倒するドイツのボリュ

ームゾーンの輸出 

 

5 ドル未満の輸出は、単価が安く

数量を輸出するボリュームゾーンで

ある。ボリュームゾーンの輸出でド

イツは日本を圧倒している。2013 年

でドイツの輸出額が 3288 億ドル、品

目数（HS6 桁ベース、以下同じ）は

1921、一方、日本は 1475 億ドル、品

目数は 1213 と金額、品目数ともドイ

ツが日本を大きく上回っている。 

5 ドル未満の輸出の特徴は、第 1

に重量単位でみると、日本、ドイツ

とも KG ベースの輸出が過半を占め

ている。5 ドル未満の輸出額に占め

る KG ベースの輸出の割合は、ドイ

ツが 94％、日本は 58％である ii。 

第 2 に平均輸出単価、輸出数量で

いずれも、ドイツが日本を上回って

いる。KG ベースの平均輸出単価 iii

は、ドイツが 2001 年に 0.6 ドル、2013

年で 1 ドル、同じく日本は 2001 年に

0.5 ドル、2013 年は 0.7 ドル。数量で

は 2013 年にドイツが 2984 億 KG に

対して日本は 1167 億 KG である。 

以下では、KG ベースでの輸出に

おけるドイツと日本の違いについて

詳細に見てみる。KG ベースの輸出

は、ドイツが品目数で 1636、金額で

は 3083 億ドル、他方、日本は 915

品目、861 億ドルである。ドイツは

日本と比べて多様な分野で輸出でき

る製品をかかえている。 

5ドル未満の輸出上位 20品目を見

ると、日本は、HS 29（有機化学品）、

39（プラスチック製品）、72（鉄鋼）

等の鉄鋼と化学品で占められている。

一方、ドイツは HS 27（鉱物性燃料）、

38（各種の化学工業品）、76（アルミ

ニウム）、73（鉄鋼製品）、04（酪農

品）、84（一般機械）、19（ココア調

整品）、10（穀物）、02（肉）、39、87

（自動車等輸送用機器）、74（銅製品）、

72 など多様である。また、100 億ド

ルを超える輸出規模の品目ではドイ

ツは HS04、HS27、HS29、HS38、

HS39、HS48、HS72、HS73 等、日本

は、HS72、HS29 のみである。 

5 ドル未満の輸出は、ドイツは食

料・加工品、石油製品、木材、雑製

品等輸出業種が多岐にわたっており、

ドイツの輸出基盤が厚い。他方、日

本は特定業種に依存している。 
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表１ 輸出単価 5 ドル未満の輸出：ドイツの上位 20 品目（2013 年） 
（金額：100 万ドル、数量：100 万 KG、単価：ドル） 

 

（注）27SSS3、84MMMO は商業上の秘密や安全保障上等の理由により明細は非公表 

順位 HS 日本語品目名 ⾦額 数量 単価 ⾦額 数量 単価

総計 308,321 298,447 1.0 86,109 116,739 0.7

1 27SSS3 Intra-Comm. Trade Broken Down At Chapter Lev. Only 14,732 29,865 0.5 - - - 

2 271019 ⽯油及び歴⻘油（原油を除く。） 11,754 11,486 1.0 - - - 

3 382490
鋳物用の鋳型又は中子の調製粘結剤並びに化学工業（類似の工業を含む。）において生
産される化学品及び調製品

4,430 1,980 2.2 - - - 

4 27BBB0 Intra-Comm. Trade Broken Down At Chapter Lev. Only 4,320 4,763 0.9 - - - 

5 760612 アルミニウムの板、シート及びストリップ（⻑⽅形のもの） 3,821 956 4.0 602 154 3.9

6 730890 構造物及びその部分品（鉄鋼製のものに限る。） 3,298 969 3.4 352 75 4.7

7 040690 その他のチーズ 3,108 630 4.9 - - - 

8 84MMM0 Intra-Comm.Trade Broken Down At Chapter Lev. Only 2,947 1,041 2.8 - - - 

9 190590
パン、ペーストリー、ケーキ、ビスケットその他のベーカリー製品及び医療用に適する
オブラート、シーリングウエハー、ライスペーパーその他これらに類する物品－その他
のもの

2,683 921 2.9 - - - 

10 100199 デュラム⼩⻨－その他のもの 2,679 8,242 0.3 - - - 

11 020319 豚の⾁（生鮮のもの及び冷蔵し又は冷凍したものに限る。）－その他のもの 2,605 738 3.5 - - - 

12 390690 アクリル重合体（一次製品に限る。）－その他のもの 2,382 982 2.4 1,074 328 3.3

13 392010 プラスチック製のその他の板、シート、フィルム、はく及びストリップ（エチレン製） 2,350 701 3.4 453 99 4.6

14 271020 ⽯油及び歴⻘油（原油を除く。）、これらの調製品 2,257 2,126 1.1 - - - 

15 870870 ⾞輪並びにその部分品及び附属品 2,187 438 5.0 453 94 4.8

16 740400 銅のくず 2,094 519 4.0 987 313 3.2

17 382600 バイオディーゼル及びその混合物 2,010 1,599 1.3 - - - 

18 390810 ポリアミド（一次製品に限る。） 2,009 573 3.5 - - - 

19 39SSS5 Intra-Comm. Trade Broken Down At Chapter Lev. Only 1,971 402 4.9 - - - 

20 720449 その他のくず 1,946 5,366 0.4 3,155 6,826 0.5

日本ドイツ

表２ 輸出単価 5 ドル未満の輸出：日本の上位 20 品目（2013 年） 
（金額：100 万ドル、数量：100 万 KG、単価：ドル）

順位 HS 日本語品目名 ⾦額 数量 単価 ⾦額 数量 単価

総計 86,109 116,739 0.7 308,321 298,447 1.0

1 290243  パラ-キシレン 4,806 3,318 1.4 243 168 1.4

2 720839  鉄又は非合⾦鋼のフラットロール製品－熱間圧延（厚さ3ミリ未満のもの） 3,639 6,552 0.6 457 726 0.6

3 720449  その他のくず－その他のもの 3,155 6,826 0.5 1,946 5,366 0.4

4 721049  鉄又は非合⾦鋼のフラットロール製品－亜鉛めつきしたもの 2,110 2,391 0.9 1,576 1,753 0.9

5 290250  スチレン 1,942 1,165 1.7 71 42 1.7

6 720712  鉄又は非合⾦鋼の半製品－その他のもの 1,939 4,248 0.5 522 712 0.7

7 290122  プロペン（プロピレン） 1,842 1,457 1.3 317 252 1.3

8 720851  鉄又は非合⾦鋼のフラットロール製品－熱間圧延（厚さ10ミリを超えるもの） 1,803 2,724 0.7 678 715 0.9

9 730429  油又はガスの掘削に使用する種類のケーシング、チュービング 1,258 524 2.4 522 221 2.4

10 720838  鉄又は非合⾦鋼のフラットロール製品－熱間圧延（厚さが3ミリ〜4.75ミリ未満） 1,231 2,128 0.6 386 616 0.6

11 722530  その他の合⾦鋼のフラットロール製品－熱間圧延をしたもの 1,152 1,773 0.6 197 228 0.9

12 720918  鉄又は非合⾦鋼のフラットロール製品－冷間圧延（厚さが0.5ミリ未満のもの） 1,128 1,560 0.7 29 33 0.9

13 290121  エチレン 1,083 875 1.2 434 308 1.4

14 390690  アクリル重合体（一次製品に限る。）－その他のもの 1,074 328 3.3 2,382 982 2.4

15 730511
 油又はガスの輸送に使用する種類のラインパイプ－縦⽅向にサブマージアーク溶接を
したもの

1,007 823 1.2 755 436 1.7

16 740400  銅のくず 987 313 3.2 2,094 519 4.0

17 290220  ベンゼン 959 767 1.3 1,061 842 1.3

18 722550  その他の合⾦鋼のフラットロール製品－冷間圧延をしたもの 894 1,021 0.9 77 63 1.2

19 720917  鉄又は非合⾦鋼のフラットロール製品－冷間圧延（厚さが0.5ミリ以上1ミリ以下） 820 1,077 0.8 325 437 0.7

20 270730  キシロール（キシレン） 770 630 1.2 119 136 0.9

日本 ドイツ
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日本と比べて多くの輸出品目をか

かえているドイツは、日本が輸出し

ていない品目（非競合品と呼ぶ）が

多くある。日本は輸出をしていない

がドイツは輸出をしている非競合品

の品目数は、2013 年で 882 品目、金

額にして 1664 億ドルに達する。2001

年ではその品目数が 846 品目、輸出

額が 613 億ドル、輸出額は 2.7 倍増

と拡大している。 

逆にドイツは輸出していないが日

本が輸出している品目数は、2013 年

で 161 品目、60 億ドル、同じく 2001

年では 183 品目、57 億ドルと輸出額

はほぼ横ばいである。 

ドイツは日本とくらべて輸出でき

る製品を多く抱え、その規模も大きい。 

他方、日本とドイツが競合してい

る品目（競合品）は、754 品目ある。

このうちドイツの輸出額が 1418 億

ドル、日本は 800 億ドルと日本はド

イツに負けている。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３ 輸出単価5ドル未満の輸出：日本とドイツの非競合品・競合品（2013年） 
（金額：100 万ドル）

品目数 ﾄﾞｲﾂ輸出額 （日本輸出額） 品目数 日本輸出額 （ﾄﾞｲﾂ輸出額）
合 計 1,636 308,321 - 915 86,109 - 

 非競合品 882 166,430 - 161 6,014 - 

輸出単価倍率

1~2倍 271 62,678 (47,546) 265 29,710 (55,260) 
2~3倍 23 3,177 (665) 88 1,192 (11,499) 
3~5倍 15 628 (303) 39 317 (3,081) 
5倍以上 8 137 (89) 45 273 (5,430) 

小計 317 66,620 (48,603) 437 31,492 (75,270) 

ドイツ 日本

競合品

ドイツの単価が日本を上回る品目数と輸出額
（ドイツ＞日本）

日本の単価がドイツを上回る品目数と輸出額
（日本＞ドイツ）

（注）品目は HS6 桁ベース KG ベースの輸出品。 
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図６ 輸出単価 5 ドル未満の日本とドイツの輸出品目数（2013 年） 

HS50～HS99 

図５ 輸出単価 5 ドル未満の日本とドイツの輸出品目数（2013 年） 

HS01～HS49 

（注）品目数は HS6 桁ベース 
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図７ 輸出単価 5 ドル未満の日本とドイツの輸出金額（2013 年） 

HS01～HS49 

図８ 輸出単価 5 ドル未満の日本とドイツの輸出金額（2013 年） 

HS50～HS99 
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機械産業の分厚い基盤に支えら

れたドイツの 10 ドル～50 ドル未

満の輸出 

 

輸出単価が 10 ドル以上 50 ドル未

満の輸出は、一般機械・同部品

（HS84：原子炉、ボイラー及び機械

類並びにこれらの部分品）、電機機器

（HS85：電気機器及びその部分品並

びに録音機、音声再生機並びにテレ

ビジョンの映像等の部分品及び附属

品）、輸送用機器（HS87：鉄道用及

び軌道用以外の車両並びにその部分

品及び附属品）、プラスチック加工品

（HS39：プラスチック及びその製

品）などの中間財、加工品である。

日本もドイツもこれら特定 4 分野に

輸出が集中している。まさに、日本

とドイツの機械産業を支えている裾

野産業が競っている。 

10ドルから 50ドル未満の輸出は、

日本が 1236 品目、1403 億ドル、ド

イツは 1373 品目、3192 億ドルであ

る。このうち上記 4 分野の輸出は、

日本が輸出金額の 47％iv、品目数で

は 15％、ドイツは金額で 64％、品目

数で 25％である。ドイツが日本と比

べてより 4 分野の集中度が高い。 

ドイツの輸出が日本を大きく上回

っている HS84 を見ると、ドイツの輸

出は 207 品目、1185 億ドル、日本は

75 品目、253 億ドルである（表 4）。

日本は品目数も少なく、輸出規模で

はドイツの約 4 分の 1 弱程度と劣勢

である。 

ドイツの 207 品目のうち、日本と

競合していない非競合品目数は 158、

輸出額にして 714 億ドルとドイツの

HS84 の輸出の 6 割を占めている。ケ

ーブルクレーン、遠心分離機、漂白・

染色用機械、液体タービン、玉軸受

など多様である。一方、日本がドイ

ツと競合していない非競合品は 26

品目、輸出額は僅か 43 億ドルに過ぎ

ない。この違いは、ドイツ企業の製

品が日本企業とは製品差別している

品目を多く抱えていること、日本で

は国内市場に限定されている品目で

も、ドイツでは近接している欧州市

場に距離の近さを活かして輸出でき

る品目が多くあることなどが指摘で

きる。 

また、日本とドイツが競合してい

る品目数は 49 品目、このうち日本と

ドイツの輸出単価の価格差が 1 以上

～2 倍が 42 品目を占めている。その
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輸出額はドイツが 443 億ドル、日本

が 202 億ドルとここでもドイツの輸

出が日本を上回っている。 

同様に HS85 も HS84 と同じこと

が言える。非競合品の輸出では、ド

イツの輸出額が 63 品目、240 億ドル

に対して日本は 26 品目、54 億ドル

と品目数、金額ともドイツを下回っ

ている。競合している品目でも、ド

イツが日本を金額で大きく上回って

いる（表 5）。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表５ 日本とドイツの輸出における競合品・非競合品 HS85（2013 年） 
（輸出単価：10 ドル以上 50 ドル未満、金額：100 万ドル）

品目数 ﾄﾞｲﾂ輸出額 （日本輸出額） 品目数 日本輸出額 （ﾄﾞｲﾂ輸出額）
合 計 91 36,527 - 54 11,320 - 

 非競合品 63 24,075 - 26 5,422 - 

輸出単価倍率

1~2倍 6 1,856 (1,321) 18 4,148 (9,654) 
2~3倍 0 0 (0) 2 73 (128) 
3~5倍 1 483 (282) 1 73 (331) 
5倍以上 0 0 (0) 0 0 (0) 

小計 7 2,338 (1,603) 21 4,295 (10,113) 

ドイツ 日本

競合品

ドイツの単価が日本を上回る品目数と輸出額
（ドイツ＞日本）

日本の単価がドイツを上回る品目数と輸出額
（日本＞ドイツ）

表４ 日本とドイツの輸出における競合品・非競合品 HS84（2013 年） 
（輸出単価：10 ドル以上 50 ドル未満、金額：100 万ドル）

品目数 ﾄﾞｲﾂ輸出額 （日本輸出額） 品目数 日本輸出額 （ﾄﾞｲﾂ輸出額）
合 計 207 118,582 - 75 25,368 - 

 非競合品 158 71,464 - 26 4,380 - 

輸出単価倍率

1~2倍 17 15,179 (9,685) 25 10,600 (29,204) 
2~3倍 2 603 (394) 2 289 (1,578) 
3~5倍 0 0 (0) 3 19 (554) 
5倍以上 0 0 (0) 0 0 (0) 

小計 19 15,782 (10,080) 30 10,908 (31,336) 

ドイツ 日本

競合品

ドイツの単価が日本を上回る品目数と輸出額
（ドイツ＞日本）

日本の単価がドイツを上回る品目数と輸出額
（日本＞ドイツ）

（注）品目はす 
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自動車部品が大半を占める HS87

は、日本とドイツが競っている分野

である。ドイツの輸出が 20 品目、344

億ドル、日本は 21 品目、287 億ドル

である（表 6）。 

このうち、非競合品の輸出はドイ

ツが 57 億ドル、日本が 38 億ドルと

なっている。競合品の輸出は、輸出

単価の価格差が 1～2 倍以内の品目

のみに限られ、かつドイツの輸出単

価が日本より高い品目が輸出の

99％を占めている。ドイツの輸出が

286 億ドル、日本が 247 億ドルと、

ドイツの価格優位な市場に日本企業

が挑戦している構図である。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表６ 日本とドイツの輸出における競合品・非競合品 HS87（2013 年） 
（輸出単価：10 ドル以上 50 ドル未満、金額：100 万ドル） 

品目数 ﾄﾞｲﾂ輸出額 （日本輸出額） 品目数 日本輸出額 （ﾄﾞｲﾂ輸出額）
合 計 20 34,415 - 21 28,712 - 

 非競合品 9 5,716 - 10 3,800 - 

輸出単価倍率

1~2倍 7 28,648 (24,769) 3 138 (42) 
2~3倍 0 0 (0) 1 5 (9) 
3~5倍 0 0 (0) 0 0 (0) 
5倍以上 0 0 (0) 0 0 (0) 

小計 7 28,648 (24,769) 4 143 (51) 

ドイツ 日本

競合品

ドイツの単価が日本を上回る品目数と輸出額
（ドイツ＞日本）

日本の単価がドイツを上回る品目数と輸出額
（日本＞ドイツ）

表７ 輸出単価 10 ドル以上 50 ドル未満の輸出： 

日本とドイツの自動車部品（2013 年） 
（金額：100 万ドル、数量単位：100 万 KG、単価：ドル）

順位 HS 日本語品目名 ⾦額 数量 単価 ⾦額 数量 単価

総計 27,523 1,892 15 28,648 1,782 16

1 870840  ギヤボックス及びその部分品 16,192 953 17 12,681 628 20

2 870899  部分品及び附属品－その他のもの 5,645 531 11 8,070 756 11

3 870894  ハンドル、ステアリングコラム及びステアリングボックス並びにこれらの部分品 1,568 89 18 3,186 164 19

4 870810  バンパー及びその部分品 415 25 17 1,275 58 22

5 870892  消音装置（マフラー）及び排気管並びにこれらの部分品 343 25 14 1,239 83 15

6 870895  安全エアバッグ（インフレーターシステムを有するものに限る。）及びその部分品 376 26 14 1,229 45 27

7 870891  ラジエーター及びその部分品 231 13 18 968 48 20

8 870830  ブレーキ及びサーボブレーキ並びにこれらの部分品 1,806 150 12 - - - 

9 870893  クラッチ及びその部分品 912 78 12 - - - 

10 870821  シートベルト 35 2 20 - - - 

日本 ドイツ
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図 10 輸出単価 10 ドル以上 50 ドル未満の日本とドイツの輸出品目数 

（2013 年）HS50～HS99 

図９ 輸出単価 10 ドル以上 50 ドル未満の日本とドイツの輸出品目数 

（2013 年）HS01～HS49 

（注）品目数は HS6 桁ベース 
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図 11 輸出単価 10 ドル以上 50 ドル未満の日本とドイツ輸出金額 

（2013 年）HS01～HS49 

図 12 輸出単価 10 ドル以上 50 ドル未満の日本とドイツの輸出金額 

（2013 年）HS50～HS99 
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高価格品の輸出で優位に立つドイツ 

 

1 万ドル以上の高価格品の輸出は、

輸出品目数では、日本の 289 に対し

てドイツは 209 と日本の方が多い。

しかし、輸出金額では日本の 1612

億ドルに対してドイツは 2732 億ド

ルと 1000 億ドル余りドイツの方が

大きい。 

1 万ドル以上の高価格帯輸出では、

日本とドイツが競合している（表 8）。

競合品の輸出額は、ドイツが 2165 億ド

ル、日本が 1450 億ドルとドイツが日本

を上回っている。競合品目のうち価格

差が 1～2 倍以内で競合している品目

数は 72、輸出額はドイツが 1710 億ド

ル、日本が 1031 億ドルと日本とドイツ

の企業がつばぜり合いをしている。価

格差が 1～2 倍以内で競合している品

目のうち、ドイツの輸出単価が高い品

目数が 41、輸出額で 1620 億ドル、同

じくこの 41 品目の日本の輸出は 970

億ドルとドイツが価格競争力で優位に

立っているといえよう。自動車、プラ

スチック加工機械、工作機械、発電機、

製粉機械、鍛造機、熱電子管、ブルド

ーザー、紡績機器、クレーン船、織機

等の業種である。 

日本とドイツの最大の競合品は自動

車である。自動車輸出は日本が 832 億

ドル、ドイツは 1510 億ドルと日本の 2

倍の規模である。平均輸出価格は日本

の 2 万ドルに対してドイツは 2.9 万ド

ルとドイツが高い。輸出数量も日本の

400 万台に対してドイツは 510 万台と

価格、数量ともドイツが日本を上回っ

ている。 

印刷機、工作機械でも自動車と同じ

ようにドイツの輸出単価が日本を上回

り高い。（表 10、11）これらは、競合

しているように見えるが、価格面では

ドイツの輸出単価が日本より高く、製

品の差別化が進んでいることを伺わせ

る。 

非競合品を見ると、日本の輸出額が

162 億ドル、ドイツが 567 億ドル、品

目数は日本が 131、ドイツが 51 と品目

数は日本が多いが、輸出額ではドイツ

が勝っている。ドイツはその他の航空

機・ロケット（880240）や小型自動車

（ 1000 ～ 1500CC ）、トレーラー

（871639）の輸出が大きく金額を押し

上げている。日本は、HS84（電機）が

101 品目を占めており日本の電機産業

が気を吐いている。 
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表８ 輸出単価1万ドル以上の輸出：日本とドイツの非競合品・競合品（2013年） 
（金額：100 万ドル）

品目数 ﾄﾞｲﾂ輸出額 （日本輸出額） 品目数 日本輸出額 （ﾄﾞｲﾂ輸出額）
合 計 209 273,284 - 289 161,252 - 

 非競合品 51 56,700 - 131 16,214 - 

輸出単価倍率

1~2倍 41 162,939 (97,084) 31 6,032 (8,074) 
2~3倍 15 5,919 (9,142) 11 1,635 (2,992) 
3~5倍 20 9,688 (6,411) 0 0 (0) 
5倍以上 31 25,641 (4,962) 9 19,771 (1,331) 

小計 107 204,187 (117,599) 51 27,439 (12,396) 

ドイツ 日本

競合品

ドイツの単価が日本を上回る品目数と輸出額
（ドイツ＞日本）

日本の単価がドイツを上回る品目数と輸出額
（日本＞ドイツ）

表９ 輸出単価 1 万ドル以上の輸出：日本とドイツの乗用車（2013 年） 
（金額：100 万ドル、数量単位：1 千台、単価：ドル）

順位 HS 日本語品目名 ⾦額 数量 単価 ⾦額 数量 単価

総計 83,256 4,002 20,803 151,090 5,081 29,737

1 870323
シリンダー容積が1,500⽴⽅センチメートルを超え3,000⽴⽅センチメートル以下
のもの（ガソリン）

48,312 2,871 16,830 52,065 1,767 29,465

2 870332
シリンダー容積が1,500⽴⽅センチメートルを超え2,500⽴⽅センチメートル以下
のもの（ディーゼル）

4,513 220 20,540 49,151 1,832 26,825

3 870324 シリンダー容積が3,000⽴⽅センチメートルを超えるもの（ガソリン） 26,179 767 34,134 24,254 382 63,573

4 870333 シリンダー容積が2,500⽴⽅センチメートルを超えるもの（ディーゼル） 4,054 137 29,523 13,017 251 51,812

5 870322
シリンダー容積が1,000⽴⽅センチメートルを超え1,500⽴⽅センチメートル以下
のもの（ガソリン）

9,795 609 16,075

6 870321 シリンダー容積が1,000⽴⽅センチメートル以下のもの（ガソリン） 1,846 162 11,429

7 870331 シリンダー容積が1,500⽴⽅センチメートル以下のもの（ディーゼル） 54 4 14,265 869 72 12,066

8 870390 その他のもの 144 4 38,649 93 6 15,556

日本 ドイツ

表 10 輸出単価 1 万ドル以上の輸出：日本とドイツの印刷機（2013 年）
（金額：100 万ドル、数量単位：台、単価：ドル）

順位 HS 日本語品目名 ⾦額 数量 単価 ⾦額 数量 単価

総計 808 4,167 193,809 2,674 6,788 393,968

1 844313  その他のオフセット印刷機 597 2,057 290,334 1,750 2,910 601,524

2 844316  フレキソ印刷機 23 53 433,517 455 337 1,349,649

3 844319  その他のもの 107 1,659 64,286 202 3,383 59,675

4 844311  オフセット印刷機（巻紙式のものに限る。） 27 138 195,020 197 57 3,453,890

5 844317  グラビア印刷機 33 123 270,851 57 38 1,501,859

6 844312  オフセット印刷機 8 36 217,700

7 844315  凸版印刷機（巻紙式以外のものに限るものとし、フレキソ印刷機を除く。） 1 25 28,193 5 23 211,044

8 844314  凸版印刷機（巻紙式のものに限るものとし、フレキソ印刷機を除く。） 20 112 177,003 0 4 117,750

日本 ドイツ
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以上をまとめると、日本と比べて

ドイツの輸出は、①輸出単価が 5 ド

ル未満のボリュームゾーンでは多様

な輸出品目を抱え、②50 ドル未満の

輸出では機械産業の分厚い基盤に支

えられ、③1 万ドル以上の高価格品

では自動車を中心に機械機器の製品

差別化に成功している。 

2000年前後の構造改革が分かれ目 

 

最後に、2000 年代にドイツがなぜ

輸出を拡大することができたのか、4

点を指摘しておく。 

第 1 は、ドイツは経済的自由主義を

堅持してきたことである。ドイツでは、

カメラ、音響家電、造船など多くの産

業が衰退したが、赤字産業の当然の結

末として受け入れられた。高コスト構

表 11 輸出単価 1 万ドル以上の輸出：日本とドイツの工作機械（2013 年）
（金額：100 万ドル、数量単位：台、単価：ドル）

順位 HS 日本語品目名
⾦額 数量 単価 ⾦額 数量 単価

総計 7,695 61,122 125,895 7,510 27,032 277,835

1 845710  マシニングセンター 3,141 19,810 158,540 2,313 4,280 540,489

2 845610  レーザーその他の光子ビームにより加工する機械及びウォータージェット切断機械 650 6,292 103,334 848 3,280 258,472

3 845811  横旋盤 1,710 12,808 133,519 723 2,849 253,605

4 846021  その他の研削盤（数値制御式） 410 1,343 305,133 713 1,253 569,378

5 845961  その他のフライス盤（数値制御式） 180 720 249,787 669 3,603 185,692

6 846140  ⻭切り盤、⻭⾞研削盤及び⻭⾞仕上盤 142 762 186,181 537 842 638,000

7 845891  その他の旋盤（数値制御式） 214 907 235,874 385 1,270 302,926

8 845730  マルチステーショントランスファーマシン 46 74 618,263 272 303 897,216

9 845931  その他の中ぐり盤、フライス盤（数値制御式） 69 140 492,355 188 635 296,226

10 846040  ホーニング盤及びラップ盤 88 477 184,657 158 413 382,423

11 845630  放電により加工する機械及びウォータージェット切断機械 126 1,743 72,013 122 778 156,883

12 845690  その他を使用して加工する機械及びウォータージェット切断機械 36 405 88,304 115 1,863 61,707

13 846011  平面研削盤、ホーニング盤（数値制御式） 68 299 226,927 112 389 286,809

14 846031  工具研削盤（数値制御式） 37 274 133,881 83 573 145,032

15 845921  その他のボール盤（数値制御式） 224 3,753 59,742 63 227 277,649

16 846130  ブローチ盤 53 290 181,059 59 68 863,676

17 846019  平面研削盤（その他） 19 302 61,618 45 661 67,619

18 846029  その他の研削盤（その他） 54 478 113,400 23 1,199 19,334

19 845899  その他の旋盤（その他） 6 281 21,677 19 985 18,795

20 845720  ユニットコンストラクションマシン（シングルステーションのものに限る。） 11 38 276,692 16 59 272,552

日本 ドイツ
2013 2013

http://www.iti.or.jp/

http://www.iti.or.jp/


    

136●季刊 国際貿易と投資 Spring 2015/No.99 

造のドイツで付加価値の低い製品を作

ることは意味がない。付加価値が低く

労働集約的な製品は高コスト構造のド

イツ国内で生産するよりも低コストの

国にアウトソーシングすることが効率

的だという認識が共有されている。 

例えば、ドイツ・マルク（DM）

は、1961 年に初めて対ドルレートを

切り上げられた。69 年には 2 度目の

切り上げを行い、ドイツ・マルクは

世界最強通貨の一つとなった。ドイ

ツがマルク切り上げを容認した理由

は、国内の物価と生産の安定にある。

国際金融の理論によると、独立した

金融政策と資本移動の自由化と固定

相場制という三つの政策を同時に採

用することはできない。ドイツ通貨

当局は 3 のうち、独立した金融政策

と資本移動の自由化を選択し、マル

クの変動相場制を容認した。マルク

の切上げは、国際競争力を低下させ

る要因となる。しかし、物価と生産

の安定を重視したドイツ通貨当局の

姿勢は非常に鮮明で、マルクレート

の重要性は相対的に低く置かれてい

た v。ドイツは、為替の自由化（切

り上げ）を早い時期から進めたこと

が輸出の高付加価値化を促進してき

たといえよう。 

図 13 は、1960 年から 2013 年まで

の日本とドイツのドル建て輸出価格

指数と輸出数量指数をプロットした

ものである。ドイツのドル建て輸出

価格は 1960 年代から上がり始め、70

年代に急上昇、80 年代初めに下落し

た後、プラザ合意後から 1995 年まで

再び上昇した。他方、日本は、ドイ

ツと比べてドル建て輸出価格の上昇

は緩やかであったが、ドイツと比べ

て輸出数量が勢いよく拡大している。

しかし、日本の輸出数量は、2010 年

から前年比減が続き縮小傾向に入っ

た。ドイツは、日本と比べて数量の

拡大よりはドル建て輸出価格を引き

上げて価格を重視したのに対して、

日本は、価格よりは数量の拡大が輸

出をけん引していた。 

第 2 は、シュレーダー政権（1998

年 - 2005 年）の構造改革 viである。

日本では 2001年の ITバブル崩壊後、

産業の空洞化が叫ばれていた時期が

あるが、ドイツでも 1990 年代後半か

らドイツの製造業がアジア諸国や中

南米、中東欧などの労働コストの安

い地域で活発な現地生産を行い、日

本と同じような状況に直面していた。
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しかし、ドイツで議論されたのは、

空洞化論議ではない、産業立地の悪

化である。グローバル化が進展する

中で、「立地としてのドイツ」の競争

力すなわちドイツの経済基盤、国際

競争力の弱体化を巡る議論が高まっ

た。産業立地とは、労働コスト、企

業の税負担、政府による企業活動へ

の規制、人材などの企業の事業環境

のことである。 

 

シュレーダー政権下で進められた

構造改革は、多様な分野に及んでい

る。まず、1998 年に失業率の改善と

ドイツ経済の国際競争力強化を目的

として労働組合、経済界、連邦政府

のトップを集めて「雇用のための同

盟」を開催した。同盟の決議内容の

多くは「ジョブ・アクティヴ法」と

して法制化され、2002 年 1 月から施

行されている。連邦雇用庁による職

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図13 日本とドイツの輸出価格（ドル建）指数と輸出数量指数の推移（1960＝100） 

資料：ITS より作成 
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図ー13 日本とドイツの輸出価格（ドル）と輸出数量（1960=100）
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業紹介の効率化や各種の職業再教育

への助成措置の改善などのほか、能

力向上トレーニングに派遣した従業

員の代わりに失業者を雇った企業に

は、代行人員の給与の 5 割から 10

割までを連邦政府が支払う「ジョ

ブ・ローテーション」制度なども整

備された。これらの労働市場改革に

より雇用を確保する一方で賃金の引

き下げが起こり競争力の改善につな

がったとみられる vii。 

税制改革では、1999 年には法人税

が引き下げられた。世界で最も高い

部類に属していた法人税が 45％か

ら40％に、さらに2001年からは25％

に下げることを決めた。 

また、2002 年には企業が持ち株を

売却した場合の利益（キャピタルゲ

イン）を非課税とした。ドイツでは、

ドイツ銀行やアリアンツ（保険）な

どの巨大金融機関が、主要企業の最

大株主であることが多かった。キャ

ピタルゲインの非課税によって金融

機関を中心に持合株制を見直し，不

要な株を売却することが容易になっ

た。これにより株式持ち合いに支え

られていた企業は甘えた経営を続け

られなくなり、コーポレイト・ガバ

ナンスの改善が求められた。 

さらに、外国企業の誘致を熱心に

始めた。外国からの投資対象として

ドイツを他国と比較した際、過大な

税負担や高い労働コスト、柔軟性の

無い雇用慣習や厳しい規制が弱点と

なっているとし、その改善方法が求

められることになる。外国からの直

接投資が増えれば、その分、ドイツ

の産業立地の条件が改善されること

と評価される。 

第 3 は隠れた中小企業の存在であ

る。ドイツでは、中堅・中小企業が

企業数の 99.6％、従業者数の 79.2％、

付加価値の 51.8％を占めており、経

済を支える重要なプレーヤーとなっ

ている。それらの企業は「ミッテル

シュタンド（Mittelstand）」と呼ばれ

る。ミッテルシュタンドは不況期に

も収益を伸ばし続け、文字通りドイ

ツ経済の成長牽引役となってきた viii。 

これらの企業の中には、世界市場

や欧州市場のシェアがトップ 3 内に

入る企業、隠れたチャンピン企業が

多くある。隠れたチャンピン企業の

特徴は、特定分野に特化して専門性

が高いこと、機械産業に多いこと、

ニッチな市場ではあるが圧倒的な競
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争力を有し、国際展開をしているこ

となど指摘されている ix。 

第 4 は経済統合の恩恵である。欧

州では、92 年の EU 市場統合から通

貨統合へと経済統合が深化しかつ加

盟国が拡大している。ドイツ産業は

欧州の安定した、広大な市場で基幹

部品や加工品の中間財から高付加価

値な資本財、消費財に強みを発揮し

て確固たる基盤を築いている。また、

ユーロの導入で為替変動に影響を受

けない決済が可能となり、安定した

輸出環境を獲得した。2004 年には近

隣の中東欧諸国が EU に加盟してド

イツ産業の新たな市場及び生産地と

してドイツの輸出・輸入を拡大させ

た。 

（続く） 

注 

i 輸出品目は HS コードの 6 桁ベース。 

ii NO ベースの輸出では、日本がドイツを

上回っている。日本の輸出品目数は 127、

金額は 547 億ドル、ドイツは品目数が

93、金額が 118 億ドル。NO ベースの輸

出は、半導体等の電子部品が多く、日本

が競争力を持っている分野である 

iii KG ベースの輸出品目の金額と数量を

合計して金額を数量で割った単純平均 

iv KG ベースの輸出 

v 「経済飛躍期の為替切り上げ圧力― 日

本とドイツの経験と教訓 ―」中国社会

科学院世界経済・政治研究所 何帆・張

斌。 

www.rieti.go.jp/users/china-tr/jp/040728 

world.htm 

vi シュレーダー政権は 99 年 7 月に「ドイ

ツ現代化政策」を発表した。これは、経

済成長、雇用の確保や新規雇用の増加を

最終目標とし、21 世紀初頭までの数年

間に、財政改革、税制改革を軌道に乗せ

ると同時に、所得控除や法人税制の見直

し、環境税の改正、年金、失業保険、健

康保険の見直しも視野にいれた「50 年

に及ぶドイツ連邦共和国史上最大の改

革（シュレーダー首相）」。 

vii ドイツは、ユーロ導入後、相対的なドイ

ツの通貨価値が大幅に低下し、ドイツか

ら特に欧州向けの資本財・消費財の輸出

が増加した。これにはドイツの賃金物価

の安定が指摘されている。 

viii 「ドイツ経済はなぜ蘇ったのか」みずほ

総合研究所、2014 年 2 月 27 日 

ix 「ドイツ中堅機械メーカーの競争力報

告書」ITI 平成 26 年 3 月 

  

http://www.iti.or.jp/

http://www.rieti.go.jp/users/china-tr/jp/040728
http://www.iti.or.jp/


    

140●季刊 国際貿易と投資 Spring 2015/No.99 

参考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本とドイツの単価別単位別輸出品目数と輸出額（2013 年） 
（金額：100 万ドル）

単位 品目数 金額 品目数 金額 品目数 金額 品目数 金額
KG 30 1 55 18,979 915 86,109 1,636 308,321
NO 10 408 127 54,760 93 11,808

その他 2 0 1 4 171 6,659 192 8,708
計 32 1 66 19 ,391 1 ,213 147 ,529 1 ,921 328 ,837

（金額：100万ドル）

単位 品目数 金額 品目数 金額 品目数 金額 品目数 金額
KG 435 33,815 557 126,799 962 140,388 1,093 281,323
NO 51 5,778 64 10,480 167 17,526 184 24,869

その他 145 2,753 66 3,464 107 3,883 96 13,080
計 631 42 ,346 687 140 ,742 1 ,236 161 ,797 1 ,373 319 ,271

（金額：100万ドル）

単位 品目数 金額 品目数 金額 品目数 金額 品目数 金額
KG 263 41,758 228 109,418 135 18,911 147 60,909
NO 97 9,708 74 18,346 98 9,003 72 21,826

その他 38 1,450 18 7,137 21 1,223 16 1,253
計 398 52 ,916 320 134 ,901 254 29 ,137 235 83 ,988

（金額：100万ドル）

単位 品目数 金額 品目数 金額 品目数 金額 品目数 金額
KG 89 16,876 97 45,852 47 12,261 40 8,931
NO 123 18,851 48 17,414 38 3,540 39 12,840

その他 17 54 9 2,944 17 14,587 18 4,990
計 229 35 ,782 154 66 ,209 102 30 ,387 97 26 ,761

（金額：100万ドル）

単位 品目数 金額 品目数 金額 品目数 金額 品目数 金額
KG 46 6,580 42 24,827 7 18 5 199
NO 116 19,646 56 15,326 55 14,896 34 5,707

その他 22 172 19 347 7 124 0 0
計 184 26 ,398 117 40 ,500 69 15 ,039 39 5 ,906

（金額：100万ドル）

単位 品目数 金額 品目数 金額 品目数 金額 品目数 金額
KG 23 7,893 24 12,294 2 ,952 364 ,612 3 ,924 997 ,851
NO 289 161,252 209 273,284 1 ,161 314 ,960 883 412 ,307

その他 11 4,389 0 0 558 35 ,294 435 41 ,927
計 323 173 ,534 233 285 ,578 4 ,671 714 ,866 5 ,242 1 ,452 ,086

単価不明 ～5ドル未満
日本 ドイツ 日本 ドイツ

～10ドル未満 ～50ドル未満
日本 ドイツ 日本 ドイツ

～100ドル未満 ～200ドル未満
日本 ドイツ 日本 ドイツ

～500ドル未満 ～1千ドル未満
日本 ドイツ 日本 ドイツ

～5千ドル未満 ～1万ドル未満
日本 ドイツ 日本 ドイツ

1万ドル以上 計
日本 ドイツ 日本 ドイツ

（注）「単価不明」･･･数量 0 のため単価計算できないもの。 
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